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大竹小・中学校について





１．研究の概要



① 無言清掃
② 挨拶
③ 奉仕活動

地域貢献ができる子

組

探究的な学習に
主体的に取り組む子

生徒指導部

① 体力の向上
② 食に関する指導
③ 生活習慣の定着

自らの健康について
考え実践できる子

保健体育部

①ＩＣＴの効果的な活用
②帯タイムでの学力
補充

③家庭学習の習慣化，
内容の充実
④読書習慣の充実

基礎学力が定着している子
教務部

小中共通

学校教育目標 「みんなで伸びる」

校訓 「敬 愛」

研究主題

「本質的な問いにせまる課題を
主体的に解決しようとする
児童・生徒の育成」

～リフレクションを活用した生活科，
総合的な学習の時間の探究的な
学びを通して～

研究推進部

①探究的な学習につなが
る授業づくり
②「大竹授業スタイル」
による授業改善

③基礎・基本の定着

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題



《成果》

①活動を通して仲間と協働することで考えを深めることができたとする児童生徒が増えた。

➁授業改善に取り組み，小中教職員で意識統一して児童生徒を育てる意識を高めた。

③思考ツールやリフレクションシート等の活用で，振り返ったことを次の学習活動につなげ，生か
していける場面が増えてきた。

④さまざまな場面でタブレット等を用いることで，効果的にICTを活用することができた。

《課題》

①ルーブリック評価を取り入れて進めたが，全体として十分に活用ができていない状況がある。

➁学んだことを他の教科や生活場面でも応用，活用する力が十分とは言えない。

③児童生徒が社会に貢献，還元するところまでに高めていきたい。

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題



本質的な問いにせまる課題を主体的に
解決しようとする児童・生徒の育成

～リフレクションを活用した生活科，総合的な学習の
時間の探究的な学びを通して～

令和４年度 研究主題

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題

令和３年度

小学校・中学校９年間を見通した 本質的な問い
大竹のまちに愛着をもち，大竹のまちを支える人に

なるためにはどうしたらよいか

重点的に育成したい資質・能力 主体性 課題発見・解決能力



令和４年度 研究構想図



２．大竹小・中学校の取組



小中合同校内研修

11月21日
授業研究(中)
・「１年総合」研究授業

本物の探究とは
ルーブリック評価

ファシリテーション リフレクション

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題

11月17日
授業研究(小)
・「１年生活科」研究授業

10月６日
授業研究(小)
・「３年総合」研究授業

９月22日
理論研修
・授業の評価と進め方

７月７日
授業研究(小)
・「５年総合」研究授業

８月25日
理論研修
・児童生徒が主体的に
学ぶ総合



Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の実際 Ⅳ中学校授業の実際 Ⅴ 成果と課題

ICTの活用

マインドマップ作成 パワーポイントを使って 校長先生の思いを聞く

友だちの発表を動画で見る

デジタル新聞を製作 発表ノートを使って



大竹小中学校 育てたい資質・能力系統表



ルーブリック評価の活用 小学校

単元の目標

○大竹で作られている食べ
物について調べたり話を聞
いたりして，それらに関わ
る人たちの思いや，大竹で
作られている食べ物の良さ
に気付くことができる。
○大竹で作られている食べ
物の良さを友だちと協働し
て伝える活動を通して，大
竹市の良さについて改めて
知り，興味や関心をもつこ

とができる。

「資質・能力系統表」
「単元の目標」などを
参考に単元のルーブ
リックを作成

３年生 総合的な学習の時間
ぼくたちわたしたちの大竹大発見



ルーブリック評価の活用 中学校

単元目標
〇大竹中学校の伝統とこれ
までの先輩たちの伝統への
思いを知り，後輩に向けて
自分たちができることを主
体的に考え，表現すること
ができる。
〇大竹中学校を支えてくだ
さった地域について生徒に
考えさせることで，大竹市
で学んだことに誇りを持つ
ことができる。

３年生 総合的な学習の時間
『 伝われ！竹中の伝統！ 』～大竹中の伝統を伝えよう～

小学校での学びも考慮
に入れて，単元のルー
ブリックを作成



ルーブリック評価の活用 小学校 １年生 生活科 じぶんでできるよ

単元の目標

〇家庭生活について，調べ
たり，尋ねたりすることを
通して，自分の家庭生活を
振り返り，家庭生活を支え
ている家族のいいところ，
自分でできることなどを見
付け，家庭での生活は互い
に支え合っていることが分
かり，自分の役割を積極的
に果たすとともに，規則正
しく健康に気を付けて生活
しようとすることができる

ようにする。

評価規準のAとBの違いを
明確化すること，見取りの
ためには，行動面に着目す
ることを大切にする。



１年生 生活科 じぶんでできるよ

評価規準のAとBを見取
れるようなワークシー
トを作成

授業では本時のめあてを
伝える時にルーブリック
を児童と共有

授業のリフレクションで，
本時のルーブリックについ
て自己評価



リフレクションで
自己評価

ルーブリックをもとに
本時のめあてを決定

３年生 総合的な学習の時間
『 伝われ！竹中の伝統！ 』～大竹中の伝統を伝えよう～



３．小学校授業の実際



Ⅲ小学校授業の実際 １年生 生活科 じぶんでできるよ ～かぞくスマイル大さくせん！ぼく・わたしにまかせて！～

単元の目標
家庭生活について，調べたり，尋ねたりすることを通して，自分の家庭生活を振り返り，家庭生活を支えている家
族のいいところ，自分でできることなどを見付け，家庭での生活は互いに支え合っていることが分かり，自分の役
割を積極的に果たすとともに，規則正しく健康に気を付けて生活しようとすることができるようにする。

友達と取組の交流

一日の生活を思い出す
お手伝いをして家の人
を楽にさせたい

家で行ったお手伝いを
発表

お手伝い
の数だけ
シールを
貼付



Ⅲ小学校授業の実際 １年生 生活科 じぶんでできるよ ～かぞくスマイル大さくせん！ぼく・わたしにまかせて！～

活動の進度を掲示

さまざまなお手伝いを発表会の写真で掲示

友達のお手伝いを動画
で視聴

リフレクションシートによる
活動の振り返り



単元の目標
○大竹で作られている食べ物について調べたり話を聞いたりして，それらに関わる人たちの思いや，大竹で作られている食べ物
の良さに気付くことができる。
○大竹で作られている食べ物の良さを友だちと協働して伝える活動を通して，大竹市の良さについて改めて知り，興味や関心を
もつことができる。

課題の設定
情報収集

整理・分析

まとめ・表現

育てたお米を生かして大竹のおいしさを
伝えたい！

地域のゲストティーチャー
大竹の食についての学び

３年生 総合的な学習の時間 ぼくたちわたしたちの大竹大発見～大竹のおいしい物を見つけよう～

給食メニューを
グループで発表

お米と，大竹の食材を使っ
た給食メニューを考案



授業展開や活動の工夫

３年生 総合的な学習の時間 ぼくたちわたしたちの大竹大発見～大竹のおいしい物を見つけよう～Ⅲ小学校授業の実際

グループで協働的に

児童が考案した給食メニュー

思考ツールをアレンジしたワークシート

タブレットの活用

給食メニューが採用
されることに！

自主的な新聞の下書き



単元の目標
○ 高齢者に関わるさまざまな立場の人々の暮らしについて調べたり，話を聞いたりして，その人たちの思い
や、努力を知ることができる。
○ 将来の大竹のまちづくりの主役として，今，自分にできることを考え，実行することができる。

課題の設定

情報収集

整理・分析

まとめ・表現

笑顔を広げるため
に サポートが必要
な人の存在につい
て考える

ゲストティーチャーの話
認知症についての学び

高齢者の笑顔のために
行動することを整理

歌，メッセージなど心を込
めた贈り物を贈る

５年生 総合的な学習の時間 笑顔広がれ大竹のまち～高齢者とつながろう～



指導と評価の工夫

活動内容の流れを見える化

活動内容の
児童との共有

ルーブリックの共有 自己評価につなげる

単元全体のリフレクション

リフレクションシートを工夫
ポートフォリオに



新一年生のために何をしよう

次へのやる気の高まり５年生へのお礼の
メッセージが届く

次の探究課題へ
新一年生とつながろう！

地域の高齢者に優しく接する児童
自主的に調べ学習に取り組む児童
１学期の学びを次につなげる児童

児童の様子



４．中学校授業の実際



Ⅳ中学校授業の実際
３学年 総合的な学習の時間

単元名：伝われ！竹中の伝統！ ～大竹中の伝統を伝えよう～

単元目標
〇大竹中学校の伝統とこれまでの先輩たちの伝統への思いを知り，後輩に向けて自分たちができることを主体的に考え，表現す
ることができる。

〇大竹中学校を支えてくださった地域について生徒に考えさせることで，大竹市で学んだことに誇りを持つことができる。

情報収集

整理・分析

ゲストティーチャー
（校長先生）のお話

『大竹中の伝統が消え
かけている』

ということに気付く！

ＩＣＴの活用 大竹中の伝統について情報収集

伝えたいこと・伝える方法について整理

まとめ・表現

実際に後輩の前で発表



活動ごと 単元の終わり

指導と評価の工夫

リフレクションシート

ルーブリック評価



ソーランというずっと続いているこの伝統をど
うしたら後輩が興味を持ってくれるかを考え，
作品を作ったので，これまでよりかは１，２年
生のソーランに対する意識を変えられたと思い
ます。

このプロジェクトを通して，大竹中の伝統
を守ることの大切さだけでなく，仲間と協
働し，１つの作品を創り上げることの素晴
らしさを感じることができました。

後輩には踊る前にソーランの歴史を知ってもら
えたので，来年度も自分たちよりももっとよい
踊りをして欲しいなと思いました。

プロジェクトを通して，自分たちで課題を見つけてそれを解決することがで
きました。完成させることは大変だったけど，全力で取り組むことができて
よかったです。生徒の様子

全体での振り返り

後輩からのメッセージ

課題解決に
対する自信
の高まり



３年生 総合的な学習の時間
『 伝われ！竹中の伝統！ 』～大竹中の伝統を伝えよう～

中学校 生徒の変容



５．成果と課題



小学校職員アンケート

学習内容の工夫

思考ツールの活用

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

１学期 91％
２学期 100％ １学期 41％

２学期 87％



小学校職員アンケート

リフレクション
ルーブリック評価の
効果的な活用

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

１学期 70％
２学期 87％

１学期 37％
２学期 74％
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７月 １２月

大竹のよさや課題に気付く

0%

20%

40%

60%

80%

100%

７月 １２月

活動を通して自分で考えて

行動する小学校
児童学校評価アンケート

課題発見・解決能力

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

１学期 87％

２学期 92％
１学期 88％

２学期 91％



小学校
児童学校評価アンケート

主体性

Ⅰ 研究の概要 Ⅱ大竹小・中学校の取組 Ⅲ小学校授業の中で Ⅳ中学校授業の中で Ⅴ 成果と課題

１学期 92％
２学期 92％

0%
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７月 １２月

活動に自分から

進んで取り組む



教員アンケートより 「総合的な学習の時間について…」

質問項目 肯定的評価 否定的評価

テーマとの出会いを工夫した。 100 0 

学習内容の工夫をした。 100 0 

学習のリフレクションを適切な時に行った。 70 30 

リフレクションを次に生かすことができた。 70 30 

探究的な学習となる取組を行うことができた。 92 8

思考ツールを活用した。 62 38 

実生活・実社会の課題を解決する学習を展開した。 85 15 

社会へ還元する学習を仕組んだ。 70 30 

生徒の「主体的」「協働的」な活動を引き出した。 100 0 

ルーブリック評価を活用した。 31 69 



生徒アンケートより

Q１大竹市のよい所や課題に
気付くことができた。

「総合的な学習の時間を通して…」

Q２自分の考えを深めることができた。

肯定的回答 84％ 肯定的回答 90％

よくあてはまる

56%ややあてはまる

28%

あまりあてはまらない

11%
まったくあてはまらない

5%

よくあてはまる

68%

ややあて

はまる

22%

あまりあてはまらない

6%
まったくあてはまらない

4%



生徒アンケートより

Q４自分が誰かの役に立っていると
感じることができた。

Q３他の人の考えから学ぶことがあった。

肯定的回答 65％ 肯定的回答 77％

「総合的な学習の時間を通して…」

よくあてはまる

37%

ややあてはまる

28%

あまりあては

まらない

19%

まったくあてはまらない

16%

よくあてはまる

60%

ややあてはま

る

17%

あまりあては

まらない

14%

まったくあてはまらない

9%



生徒アンケートより

Q５授業では，課題の解決に向けて自分で考え，自分から取り組んだ。

肯定的回答 77％

よくあてはまる

42%

ややあてはまる

35%

あまりあてはまらない

18%

まったくあてはまらない

5%



《成果》
・ 生活科・総合的な学習の時間に全学年で地域について扱い，地域のゲストティー
チャーからの学びを通して，大竹についての理解や思いを深めることができた。また，
伝統の継承や環境への取組，高齢者施設への取組など地域への働きかけを具
体の行動にできた学年が多くあり，社会への貢献，還元につながる取組が見られ
た。

・思考ツールやリフレクションシート等の工夫や活用で，児童生徒の思考の深まりが見
られた。ルーブリック評価の活用により児童生徒の見取りについての理解が進んだ。

・小中の教職員で共通認識をし研究の重点を意識した探究的な学習の単元開発
を進めたことにより，教職員アンケート：学習内容を工夫し，実生活の課題を解決
する取組を展開し，児童生徒の「主体的」「協働的」な活動を引き出したとする肯
定的評価の数値が高くなった。このことから大竹中学校区で組織的に研究を進
めていく基盤ができていると考える。



《課題》

• 生活科や総合的な学習の時間で学んだことを他教科や生活場面で生かしたり，
他教科での学びを生活や総合で活用したりできる姿が現れ始めたが，まだ一部
に限られるので，今後は，生活科，総合的な学習の時間の学習と他教科，
生活場面が双方向の学びとなるよう高めていきたい。

• ルーブリック評価を取り入れ，評価基準の設定にあたっては子供たちとの共有化
を図っていったが，教師主導になる面もあるので，子供たちと一緒に目指す姿を
共有できるルーブリックを作っていきたい。

• 活動の主体を児童生徒として進める中で資質・能力の伸長を目指してきた。２
年間の研究を終えて，先に挙げたように一定の成果が見られた。今後も，活動
の主体が児童生徒となるような本物の探究を目指して，教師のファシリテート力
を高めていけるようさらに研究を深めていきたい。



生徒が直面した課題

部員は５人
“このままでは新人大会に
単独で出場できない…”

ポスターを作ればいい！

小学校での探究学習
の成功体験が

中学校での実生活へ
つながる



大竹市立大竹中学校区


